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　赤城山の山頂部の標高1,400 m付近に位置する「血の池」（面積約0.008 km2）は、初夏から秋にかけて一

時的に水が出現する湖沼、すなわち“ephemeral lake”として知られている。「血の池」には魚類は生息して

おらず、その生態系は主にプランクトンから構成されている。その代表種が「血の池」の名前の由来とも

なった赤色を呈するAcanthodiaptomus pacificus（ヤマヒゲナガケンミジンコ）である。水が出現した際にA.

pacificusが大発生し、湖沼が赤く見えたことから「血の池」と呼ばれている。本研究では、このような一時的

に形成される湖沼に生息するA. pacificusの生活環を中心とした生態を明らかにすることを目的とし、2018年

6月2～3日、10月16日、12月7日に現地調査を実施した。 

　2018年には、10月1日0：00～10月19日10：00の期間中に最大水深98 ㎝（10月3日5：00）の湖水が出

現した（船生泰寛，未公表データ）。10月16日の調査日時点の湖心の水深は37 cmであった。同日、「血の

池」の13地点から、同一地点における深度方向のサンプルを含む計17試料（各1 Lの湖水を32㎛メッシュのプ

ランクトンネットにてろ過したもの；ただし，湖心のみ4 Lをろ過）を採取し、実験室に持ち帰って試料中の個

体数の測定ならびに個体の解剖を行った。また、6月および12月の調査では同じ地点において表層土壌を採取

し、その中から休眠卵や休眠個体の発見を試みた。 

　10月16日に採取したA. pacificusは成体、幼体を合わせて7919個体であり、ほとんどはコペポダイト幼生で

あった。その分布は水深の深いところや溶存酸素濃度（DO）の高い地点に多い傾向を示し、最も密度の高

かった湖心の水深32cm地点（湖底より5 cm上）では477個体/LのA. pacificusが確認された。門田

（1971）によると、生活環の短縮が見られる湖沼の場合でも、卵からノープリウス幼生を経てコペポダイト

幼生にいたるまでには約4か月弱かかるとされている。しかし、「血の池」では，コペポダイト幼生にいたる

その個体成長は湖水の出現からわずか2週間程度と、さらに早い生活環を見せることが明らかとなった。ま

た、湖水が消滅する約3日前の10月16日時点でもほとんどがコペポタイド幼生であったことから，「血の

池」においてはA. pacificusは幼生の形で休眠を行っている可能性が示唆される。今後、窒素や炭素の同位体に

基づく食性の解明や土壌からの休眠卵・休眠個体の発見および孵化実験を試み、湖水の消長や水質の変化と

いった水文学的な現象・要素も踏まえながら、「血の池」におけるA. pacificusの生態をさらに解明してゆく予

定である。
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